
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 楽しむという言葉だけでは、括れないメンバーが出始めたことによる価値観の 

違いが、運営する際にも難しさを纏い始めた。 

     ～監督采配に置いても、目的が明確で無ければ判断し辛い状況が多い～ 

◎ メンバーの実力差をいかに埋めていくか→最初の１時間は基礎。残りの１時間は試合。 

◎ メンバーの価値観の差をいかに埋めていくか→カテゴリー制の導入。 

◎ メンバーのマンネリ化をいかに埋めていくか→定期的な大会参加及び、練習試合。 

 

          

 

       フットサルはカテゴリー毎に各施設で大会が組まれており、私達素人チームでも簡単 

に参加できる資格が与えられています。そこで、試合に参加する事により、各自刺激を 

与えられ、試合に勝ち負けすることでの「喜び」「緊張感」「遠い昔に忘れていた感動」 

「悔しさ」「熱い想い」「自分達の無能さ」「情けなさ」「年齢に対しての現状を思い知ら 

され、昔なら・・・と若い子のプレーを見て、そう思ってしまう年寄り思考」はたまた、 

「この年になって初めて一体感を感じられるこの環境」等、の感情を各自が持ち始めてか 

ら、目的がぶれ始め、修正が必要不可欠に！！ 

 

 

 

常に上のレベルを目指し、チャレンジを挑

むカテゴリー。レギュラー、サブも相互理

解のもと、試合に臨む。 

適度にいい汗を流す事が目的。でも

たまには試合に参加したい 

練 習 の み 参 加

長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン 

中
短
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン 

カテゴリー 

Ⅰ 

カテゴリー 

Ⅱ 

カテゴリー 

Ⅲ 

『継続は力なり』まさに、その言葉通りに６０歳までやり続

ける！その事が、体の健康維持にも繋がるでしょうし、メン

バー各自のプライベートや仕事に対する考え方や生活の張り

を与えうるモノだと信じています！！ 
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